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人

型

の

宇

宙

|

|

は

じ

め

に

秦
か
ら
漢
初
に
か
け
て
の
思
想
史
で
、
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
現
象
の
一
つ
は
、
天
観
念
の
愛
容
と
、
そ
れ
に
随
伴
し
て
、
天

人
の
相
関
関
係
に
新
た
な
局
面
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
天
観
念
の
繁
容
と
は
、
天
が
天
神
と
し
て
の
性
格
よ
り

は
〈
天
地
〉
の
自
然
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
天
地
自
然
の
不
断
の
運
行

こ
そ
が
寓
物
の
主
宰
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ

り
、
天
人
相
関
関
係
の
新
た
な
局
面
と
い
う
の
は
、
人
は
そ
の
よ
う

な
天
に
合
わ
せ
て
生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
自
然
界
の
悠
久
の
営
み
に

秦
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西
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同
化
さ
れ
、
長
寿
へ
の
道
が
拓
か
れ
る
、
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

粛

木

哲

郎

こ
と
で
あ
る
。
天
地
は
拳
げ
て
長
室
町
・
遂
生
の
道
標
と
仰
が
れ
た
の

で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
天
地
は
人
の
生
命
を
背
後
に
し
て
人
僅
的
な

特
質
を
持
ち
、
人
は
天
の
悠
久
不
援
の
観
照
を
得
て
遂
生
さ
る
べ
き

一
個
の
小
宇
宙
と
化
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
雨
者
が
と
も
に

存
在
す
る
領
域
日
自
然
界
は
、
〈
陰
陽
読
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
っ
て
)

寓
物
が
生
成
し
、
枯
渇
し
て
ゆ
く
諸
相
を
生
命
の
リ
ズ
ム
と
す
る
大

宇
宙
と
な
っ
て
、
こ
の
時
期
の
思
想
を
特
色
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
論
は
こ
う
し
た
現
象
を
つ
ぶ
さ
に
考
察
し
、
そ
の
展
開
の
朕
況
を

窺
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
系
譜
を
朔
原
的
に
探
ろ
う
と
す
れ
ば
、
荘

子
・
老
子
の
道
家
に
ゆ
き
蛍
る
の
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
が
、
道
家
の

五
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そ
れ
は
天
の
上
位
に
道
を
措
定
L
、
秦
漢
期
の
朕
況
と
著
し
く
異
る

一
時
等
閑
に
付
す
の
ほ
か
は
な
い
。

も
の
で
あ
る
か
ら
、

ま
た
、

秦
・
西
漢
と
い
っ
て
も
そ
う
し
た
様
相
を
顕
著
に
さ
せ
る
の
は
『
呂

氏
春
秋
』
『
准
南
子
』
『
春
秋
繁
露
』
で
あ
っ
て
、
一
考
察
の
劉
象
は
ほ

ぼ
ζ

の
三
量
閏
(
『
准
南
子
』
の
内
容
は
『
呂
氏
春
秋
』
と
同
様
宅
あ
る
か
ら
、

賓
質
的
に
は
『
呂
氏
春
秋
』
と
『
春
秋
繁
議
』
)
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な

(
1〉る
。
こ
の
勲
、
議
め
断
っ
て
お
く
。

『
旦
口
氏
春
秋
』
に
お
け
る
天
と
人
と
の
相
闘
は
、

天
地
寓
物
、

一
人
之
身
也
。
此
之
謂
大
同
。
有
始
覧

人
之
輿
天
地
也
同
。
高
物
之
形
難
異
、
其
情
一
鐙
也
。
情
欲

の
語
に
よ
っ
て
端
的
に
窺
い
知
れ
よ
う
。
四
時
の
推
移
の
中
に
あ
ら

ゆ
る
生
命
が
誕
生
し
枯
渇
し
て
ゆ
く
位
相
に
お
い
て
天
地
が
認
識
さ

れ
、
人
は
そ
の
天
地
と
針
立
す
る
の
で
は
な
く
天
地
聞
の
管
み
の

環
と
し
て
そ
こ
に
繰
り
込
ま
れ
て
同
一
の
宇
宙
を
形
成
す
る
。
つ
ま

り
、
人
が
生
ま
れ
出
で
、
死
に
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
を
自
然
界
の
推
移
流

輔
の
相
と
等
質
現
し
て
、
悠
久
不
滅
に
し
て
不
獲
の
自
然
の
答
震
を

」/、

人
の
中
に
溌
見
し
た
朕
況
を
い
う
。
そ
れ
故
に
天
地
は
、

古
之
治
身
輿
天
下
者
、
必
法
天
地
。
情
欲

と
修
身
・
政
治
の
雨
面
に
お
け
る
規
範
的
根
擦
と
し
て
仰
が
れ
る
こ

と
に
も
な
っ
た
が
、
そ
の
際
の
「
修
身
」
の
内
容
は
貴
生
読
(
全
生

設
)
に
お
い
て
確
認
で
き
、
政
治
の
そ
れ
は
、
十
二
紀
紀
首
に
見
え

て
い
る
月
令
思
想
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
貴
生
設
に
お
け
る
天
と
人
と
の
栂
闘
に
つ
い
て
。
貴
生
設

に
お
け
る
天
と
人
と
の
相
闘
は
、

始
生
之
者
、
天
也
。
養
成
之
者
、
人
也
O
i
-
-
-
夫
水
性
清
。
土

者
担
之
、
故
不
得
清
。
人
之
性
害
。
物
者
担
之
、
故
不
得
書
。

物
也
者
、
所
以
養
性
也
。
非
所
以
性
養
也
。
本
生

と
の
テ
l
ゼ
の
中
に
つ
ぶ
さ
に
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
人
の
性

(
『
昌
氏
春
秋
』
中
の
「
性
」
は
、

ハ
2
)

い
ら
れ
て
い
る
)
は
天
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
自
然
な
設
現
は
〈
害
時
〉

ほ
と
ん
ど
「
生
」
の
シ
ノ
ニ
ム
と
し
て
用

と
し
て
蹄
結
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
人
聞
は
そ
れ
自
身
完
遂
さ
る

ベ
き
一
個
の
生
命
睡
で
あ
る
。

こ
の
生
命
鵠
と
し
て
の

そ
し
て
、

〈
生
〉
は
、
「
性
は
蔦
物
の
本
な
り
。
長
ず
可
か
ら
ず
、
短
ず
可
か
ら

ず
、
其
の
固
に
然
る
に
困
り
て
然
る
な
り
」
(
貴
富
)
の
ご
と
く
、
自



律
的
に
展
開
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
完
遂
の
阻
害
要
因
で

こあ
とる
に〈
な物
る〉
。t土
/九、

惣養
が全
長記
昌璽

E旨
さ川
さ
すふ

方通 ーーと J土

いれ
えば
tまな
、ら

重な
己い

篇
に
「
生
を
し
て
順
は
ざ
ら
し
む
る
者
は
欲
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
は
、
〈
情
欲
〉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
途
生
の
賓
践
的
手
段
は
人
間
の

根
源
に
根
ざ
し
た
と
こ
ろ
の
情
欲
の
調
節
で
あ
一
る
、
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
大
柴
篇
に
は
「
天
欲
有
ら
し
む
。
人
求
め
ざ
る
を
得
、
す
」

と
情
欲
が
人
の
本
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、
そ
れ
を
調

情
に
節
有
り
、

聖
人
節
を

節
す
る
と
い
う
の
は
、
「
欲
に
情
有
り
。

修
め
て
欲
を
止
む
。
故
に
其
の
情
を
行
ふ
を
遁
た
ざ
る
」
(
情
欲
)
朕

況
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
う
〈
情
〉
と
は
五
聾
・

す
な
わ
ち
情
緒
を
さ
す
。
『
呂

五
味
・
五
色
に
お
け
る
情
(
同
上
)
、

氏
春
秋
』
に
お
い
て
は
、

由
貴
生
動
、
則
得
其
情
会
。
不
由
貴
生
動
、
別
失
其
情
失
。
此

二
者
死
生
存
亡
之
本
也
。
(
情
欲
V

と
、
こ
の
情
を
得
る
か
否
か
が
、
換
言
す
れ
ば
、
生
命
践
と
七
て
の

個
人
が
情
緒
的
に
安
定
し
た
吠
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が

死
生
存
亡
の
差
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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西
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貴
生
設
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
唐
君
毅
に
従
っ
て
一
本

の
樹
木
に
警
あ
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
人
が
生
ま
れ
つ
き
書

考
で
あ
る
よ
う
に
、
木
は
太
木
と
な
っ
て
天
空
に
釜
え
立
つ
の
が
定

め
。
木
は
生
き
る
た
め
に
ま
ず
し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を
張
り
、
枝

葉
一
を
伸
ば
し
、
水
と
光
を
あ
つ
め
て
生
長
を
開
始
す
る
。
幹
は
枝
を

張
っ
て
日
増
し
に
高
く
太
く
な
る
が
、
様
、
ざ
ま
に
伸
び
た
校
も
ま
た

日
増
し
に
勢
い
を
増
し
、
つ
い
に
は
本
幹
の
勢
い
を
奪
っ
て
根
力
を

消
耗
せ
し
め
、
木
自
韓
の
生
長
を
成
り
立
た
な
く
さ
せ
る
。
そ
こ
で

人
は
、
木
が
天
空
に
向
か
っ
て
勢
い
よ
く
生
長
す
べ
く
、
不
必
要
な

枝
葉
は
こ
れ
を
勇
去
し
、
樹
木
本
来
の
生
長
を
助
け
て
や
る
。
か
く

て
、
幼
樹
は
大
木
た
り
て
高
く
天
空
に
釜
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
は
情
欲
の
枝
葉
を
勇
去
し
て
、
天
血
(

(
3
)
 

の
霧
の
生
を
完
遂
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。

と
こ
ろ
で
、
欲
を
抑
え
、
情
緒
の
安
定
を
導
く
寅
践
式
と
そ
れ
が

可
能
と
な
っ
た
境
地
と
は
、

ま
た
本
生
篇
の
火
の
文
章
の
中
に
集
約

的
に
示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

今
有
聾
於
此
、
耳
蕗
之
必
僚
、
己
繋
之
則
使
人
聾
、
必
弗
襲
。

有
色
於
此
、
目
親
之
必
様
、
己
競
之
則
使
人
盲
、
必
弗
視
。
有

二
七
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味
於
此
、
口
食
之
必
機
、
巳
食
之
則
使
人
層
、
必
弗
食
。
是
故
聖

人
之
於
撃
色
滋
味
也
、
利
於
性
則
取
之
、
害
於
性
則
舎
之
、
此

全
性
之
道
也
。
世
之
貴
富
者
、
其
於
整
色
滋
味
也
、
多
惑
者
。

日
夜
求
、
幸
而
得
之
則
遁
駕
(
高
注
、
遁
、
流
逸
不
能
自
禁
也
〉
。

こ

こ

ろ

よ

一

撃
色
滋
味
が
い
か
に
己
を
除
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
一
も
、
そ
の

繭
い
が
己
の
生
命
を
害
す
る
場
合
に
は
こ
れ
を
除
き
、
五
官
の
働
き

が
そ
の
正
常
を
保
つ
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
が
〈
全
生

v
t埠
で
あ

る
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、

蔦
物
章
章
、

以
害
一
生
、

生
無
不
傷
、

以
便
一
生
、

生
無
不

長
。
故
聖
人
制
寓
物
也
、

以
全
其
天
也
(
高
注
、
天
・
身
也
)

O

天
全
則
紳
和
失
、
目
明
会
、
鼻
臭
失
、
口
敏
失
、
三
百
六
十
節

節
皆
通
利
失
。
若
此
人
者
、
不
言
市
信
、
不
謀
而
嘗
、
不
慮
而

得
、
精
通
乎
天
地
、
神
覆
乎
宇
宙
。
其
於
物
無
不
愛
也
、
無
不

表
也
、
若
天
地
然
O
i
-
-
・
此
之
謂
全
徳
之
人
。
向
上
後
績

と
、
章
章
た
る
高
物
の
中
に
「
其
の
天
を
全
く
す
る
」
人
聞
の
典
型

的
な
理
想
境
が
示
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

だ
が
割
目
す
べ
き
は
そ
の
際
の
高
誘
の
注
で
あ
ろ
う
o
一
『
呂
氏
春

秋
』
中
、
高
誘
が
「
天
は
身
な
り
」
と
注
す
る
こ
と
は
十
指
に
徐

ノL

り
、
等
し
く
天
を
人
鰻
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に

見
た
天
が
自
然
と
捉
え
ら
れ
、
自
然
の
悠
久
不
繁
の
観
照
に
お
い
て

人
は
己
が
天
輿
の
生
を
あ
る
が
ま
ま
に
完
遂
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
た
の
と
は
全
く
逆
に
、
天
の
あ
り
方
が
入
睦
を
親
座
に
し
て
創

治
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
一
亦
す
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
木
来
は
人
種
に

専
有
の
「
精
」
「
神
」
は
、
こ
こ
で
は
人
飽
か
ら
滋
離
し
て
庚
く
天

地
・
宇
宙
へ
と
撰
散
す
る
も
の
と
さ
れ
、

し
か
も
そ
れ
は
、

「
精
神

形
に
安
ん
じ
、
年
寄

枚
数
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
務
神
の
人
鐙
と
宇
宙
と
の
往

来
は
、
勢
い
宇
宙
そ
の
も
の
を
人
陸
と
連
績
し
た
一
つ
の
生
命
陸
と

長
き
を
得
」
(
童
数
V

の
ご
と
く
再
び
人
鐙
に

捉
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
宇
宙
自
睡
・
人
健
を
背
後
に
し
て
極
め

て
律
動
的
な
性
格
を
滞
び
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
段
階
に
お
い
て
な
お
途
生
長
蕎
の
方
法
が
摸
索
さ
れ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
天
を
車
な
る
自
然
や
宇
宙
と
し
て
の
存
在
か
ら

宇
宙
全
佳
を
抱
括
す
る
一
つ
の
生
命
睦
と
し
て
具
陸
的
に
描
き
出

し
、
天
と
人
と
の
共
通
性
に
よ
っ
て
そ
の
荘
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
人

韓
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
天
観
念
の
そ
の
よ
う
な
展

関
は
後
ほ
ど
詳
し
く
窺
う
こ
と
に
な
ろ
う
。



つ
ぎ
に
、
十
二
紀
紀
首
の
月
令
思
想
に
つ
い
で
o

十
二
紀
は
天
子

が
一
年
の
各
月
に
お
い
て
天
の
運
行
に
合
わ
せ
て
行
う
と
こ
ろ
の
政

治
形
態
を
詳
細
に
規
定
し
た
も
の
で
、
そ
の
特
徴
は
、
伸
明
堂
位
、

ω政
治
内
容
、
例
違
令
災
異
の
一
二
結
に
よ
っ
て
衣
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
孟
春
紀
に
は

孟
春
之
月
、
日
在
管
室
、
昏
参
中
、
旦
尾
平
。
其
日
甲
乙
、
其

帝
太
陣
、
其
紳
句
#
」
:
:
:
東
風
解
凍
、
執
蕗
始
振
、
:
:
:
帥
天

子
居
室
円
陽
左
↑
、
乗
驚
路
、
駕
蒼
龍
、
載
車
問
焼
、

:
:
:
ω
立
春

之
目
、
天
子
親
率
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
以
迎
春
於
東
郊
、

.. 

命
相
布
徳
、
和
令
行
慶
、
下
及
兆
民
0

・
・
十
:
善
相
丘
陵
阪
際
、

土
地
所
宜
、
五
穀
所
殖
、
以
整
理
民
、
必
好
親
之
。
-
是
月

也
、
命
柴
正
、
入
皐
習
舞
、
乃
修
祭
典
、
:
一
:
:
付
孟
春
行
夏
令
、

則
風
雨
不
時
、
草
木
早
稿
、
園
乃
有
恐
。

7
・

と
、
例
こ
の
月
、
天
子
は
明
堂
の
青
陽
左
↑
ぷ
居
っ
て
政
務
を
執

り、

ω春
を
東
郊
に
迎
え
、
徳
を
布
き
、
令
を
和
げ
、
慶
賞
を
行
い
、

農
地
と
植
え
る
べ
き
穀
物
と
を
民
に
一
示
し
、
最
以
外
の
政
令
暮

う
と
必
ず
や
自
然
の
災
害
が
談
生
す
る
こ
と
を
一
読
く
。

こ
う
し
た
こ
と
は
二
月
以
後
の
各
月
に
も
定
め
ら
れ
一
て
お
り
、

秦
-
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
栢
開
設

今
、
明
堂
に
限
っ
て
一
年
の
推
移
を
通
観
し
て
み
る
と
、
夫
の
よ
う

に
な
る
。孟

春
之
月
、
:
:
:
天
子
居
青
陽
左
↑
、

仲
春
之
月
、
:
:
:
天
子
居
青
陽
太
廟
、

季
春
之
月
、
:
:
:
天
子
居
青
陽
右
↑
、

孟
夏
之
月
、
:
:
:
天
子
居
明
堂
左
↑
、

仲
夏
之
月
、
:
:
:
天
子
居
明
堂
太
廟
、

季
夏
之
月
、
:
・
:
・
天
子
居
明
堂
右
小
、

孟
秋
之
月
、
:
:
:
天
子
居
総
章
左
↑
、

仲
秋
之
月
、
:
:
:
天
子
居
総
章
太
廟
、

秋
秋
之
月
、
:
:
:
天
子
居
総
章
右
↑
、

孟
多
之
月
、
・
:
:
天
子
居
玄
堂
左
↑
、

仲
多
之
月
、
:
:
:
天
子
居
玄
堂
太
廟
、

季
多
之
月
、
:
:
:
天
子
居
玄
堂
右
↑
、

天
子
は
こ
の
明
堂
内
の
十
二
室
を
月
ご
と
に
逐
次
廻
り
、
一
年
後

に
再
び
青
陽
左
み
ー
に
も
ど
っ
て
明
堂
内
を
一
周
す
る
。
高
誘
は
こ
の

明
堂
の
制
度
を
説
明
し
、
「
明
堂
は
中
方
外
園
、
四
出
を
通
達
す
。

各
と
左
右
の
房
有
り
。
之
を
A
1
と
謂
ふ
。
猶
ほ
隔
の
ご
と
き
な
り
。

九



秦
・
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
関
読

春

冬

秋

夏

明堂園2

東
に
出
づ
る
、
之
を
青
陽
と
謂
ふ
。
南
に
出
づ
る
、
之
を
明
堂
と
謂

ふ
。
西
に
出
づ
る
、
之
を
総
章
と
謂
ふ
。
北
に
出
づ
る
、
之
を
玄
堂

と
謂
ふ
」
(
孟
春
紀
紀
首
〉
と
い
う
。
高
誘
の
い
う
「
中
方
外
国
」
は

い
う
ま
で
も
な
く
「
天
園
地
方
」
の
観
念
を
一
不
す
も
の
で
、
こ
う
し

た
観
念
は
す
で
に
『
呂
氏
春
秋
』
圏
道
篇
に
お
い
て
「
弐
書
量
、

地
道
は
方
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
呂
氏
春
秋
』
中
の
明
堂

。

は
明
ら
か
に
天
園
地
方
の
嘗
時
の
宇
宙
観
を
表
現
じ
た
も
の
〈
闘
参

つ
ま
り
、
天
が
一
年
を
か
け
て
地
を
一
周
す
る
よ

照
)
と
な
ろ
う
。

う
に
(
嘗
時
は
地
動
説
に
逢
着
し
て
お
ら
ず
、
天
が
地
を
廻
っ
て
い
る
も
の

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
)
、
天
子
も
明
堂
の
宇
宙
を
一
年
か
け
て
一
周
す

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
天
子
は
宇
宙
の
主
宰
者
と
し
て
天
下
に

君
臨
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
原
理
の
巌
格

な
遵
奉
者
と
も
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
彼
の
行
う

政
治
は
、

ωの
ご
と
く
四
時
の
推
移
と
相
即
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
反
し
た
政
治
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
判
の
ご
と
き
災
害
が
設

生
す
る
、

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

政
治
白
鐙
も
宇
宙
の
一
部
を
な
す
の
で
あ
る
。

『
呂
氏
春
秋
』
か
ら
『
准
南
子
』
の
頃
に
至
る
と
、
天
と
人
と
の

関
係
に
際
立
っ
た
現
象
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

天
地
以
設
、
分
而
震
陰
陽
、
陽
生
於
陰
、
陰
生
於
陽
、
陰
陽
相

銭
、
四
維
之
遇
、
或
死
或
生
、
高
物
乃
成
。
妓
行
臨
時
息
、
莫
貴

於
人
、
孔
薮
肢
穫
、
皆
通
於
天
。
天
有
九
重
、
人
亦
有
九
家
、



天
有
四
時
以
制
十
二
月
、
人
亦
有
四
肢
以
使
十
二
節
、
天
有
十

二
月
以
制
三
百
六
十
日
、
人
亦
有
十
二
肢
以
使
三
百
六
十
節
。

故
商
事
事
而
不
順
天
者
、
逆
其
生
者
也
。
天
文
訓

と
。
天
は
人
と
形
鐙
的
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
一
の
宇
宙
に

お
い
て
互
い
に
連
絡
し
合
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
が
そ
の
拳
動
に

お
い
て
天
に
順
わ
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
れ
は

と
い
う
の
で
あ
る
。

己
が
生
命
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
、

そ
し

て
、
こ
う
し
た
観
貼
に
立
っ
て
天
と
人
と
の
相
闘
を
あ
ら
ゆ
る
側
面

か
ら
遁
求
し
、
天
を
擬
人
化
し
て
い
っ
た
の
は
、
西
漢
一
代
の
大
儒

董
仲
箭
で
あ
っ
た
。

董
仲
管
の
天
人
栢
開
設
も
「
人
、
三
百
六
十
節
有
る
は
、
天
の
数

に
偶
す
る
な
り
」
(
『
春
秋
繁
露
』
人
副
天
数
。
『
春
秋
繁
露
』
の
書
名
は
以

下
治
略
)
と
お
お
む
ね
『
准
南
子
』
と
同
等
の
観
黙
に
立
つ
が
、
根

本
的
に
異
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
天
観
念
に
比
し
一
段
と
輩
聞
な
天

人
関
係
(
い
わ
ば
天
人
合
同
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
観
念
)
が
樹
立
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。

震
生
不
能
篤
人
、
篤
人
者
天
也
。
人
之
信
用
イ
人
、
本
於
天
。
天
亦

人
之
曾
祖
父
也
。
此
人
之
所
以
上
類
天
也
。
人
之
形
陸
、
化
天

秦
・
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
開
設

数
而
成
。
人
之
血
気
、
化
天
士
山
而
仁
。
人
之
徳
行
、
化
天
理
而

義
。
人
之
好
悪
、
化
天
之
暖
清
。
人
之
喜
怒
化
天
之
寒
暑
。
人

之
受
命
、
化
天
之
四
時
。
人
生
有
喜
怒
哀
楽
之
答
、
春
秋
冬
夏

之
類
也
。
喜
、
春
之
答
也
。
怒
、

秋
之
答
也
。
融
市
、
夏
之
答

也
。
友
、
多
之
答
也
。
天
之
副
在
於
人
、
人
之
情
、
有
由
天
者

会
。
篤
人
者
天

人
は
天
よ
り
生
ま
れ
出
で
る
構
固
に
お
い
て
天
と
血
縁
的
な
関
係
を

持
ち
、
人
に
仁
義
徳
行
・
喜
怒
哀
楽
の
具
わ
る
は
す
べ
て
天
の
化
成

に
な
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
黙
に
お
け
る
人
鐙
は
、

人
之
身
首
委
員
、
象
天
容
也
。
髪
、
象
星
辰
也
。
耳
目
戻
戻
、

象
日
月
也
。

鼻
口
呼
吸
、
象
風
気
也
。

也
。
腹
胞
質
虚
、
象
百
物
也
。
百
物
者
最
近
地
。
故
要
以
下
、

胸
中
達
知
、

象
一
柳
明

地
也
。
天
地
之
象
、
以
要
篤
帯
。
頚
以
上
者
、
精
紳
隼
巌
、
天

類
之
欣
也
。
頚
而
下
者
、
豊
厚
卑
辱
、
士
壌
之
比
也
。
足
布
而

方
、
地
形
之
象
也
。
人
副
天
数

と
天
界
の
反
照
で
あ
っ
て
、
天
と
人
と
の
ア
ン
ソ
ロ
ポ
モ
フ
イ
ズ
ム

を
な
す
。
こ
う
し
た
認
識
は
も
ち
ろ
ん
『
呂
氏
春
秋
』
以
来
の
思
潮

を
董
仲
野
が
儒
者
の
立
場
か
ら
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で



秦
・
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
関
読

あ
る
が
、
そ
の
賞
、
「
人
の
佳
を
観
る
に
、
一
に
何
ぞ
高
物
の
甚
し
く

し
て
天
に
類
す
る
や
」
(
向
上
)
の
語
か
ら
見
れ
ば
、
む
1

主
ろ
董
仲
野

の
創
造
に
か
か
る
部
分
、
か
多
分
に
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
一
ま
た
漢
代

儒
事
の
一
抑
制
脚
性
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
否
め
な
い
。
今
し

ば
ら
く
、
董
仲
釘
の
天
人
相
開
設
の
特
色
を
烏
搬
し
ょ
旦
と
思
う
。

董
仲
箭
の
皐
設
の
う
ち
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
『
漢
童
閏
』
五
行

志
に
「
景
武
の
世
、
董
仲
草
削

公
羊
春
秋
を
治
め
、
始
め
て
陰
陽
を

推
し
て
儒
者
の
宗
と
潟
る
」
と
評
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
陰
陽
設
で
あ
ろ

ぅ
。
彼
に
よ
る
と
陰
陽
は

天
地
之
気
、

合
而
篤
一
、
分
担
周
陰
陽
、
剣
潟
四
時
、
列
震
五
行
。

五
行
相
生

と
、
天
地
の
気
の
合
成
分
解
に
よ
っ
て
生
ず
る
二
種
相
反
の
気
で
あ

っ
て
、
そ
の
作
用
は
陽
の
極
盛
が
夏
、
陰
の
極
盛
が
多
、
陰
陽
の
中

和
が
春
・
秋
と
四
時
を
現
出
さ
せ
る
に
あ
る
(
陰
陽
位
、
ぎ
。
し
か

も
「
物
努
ね
く
天
の
陰
陽
を
折
取
し
て
以
て
生
活
す
る
」
A

人
副
天
数
)

の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
必
然
的
に
「
天
陰
陽
有
り
、
人
も
亦
陰

陽
有
る
」
(
同
類
相
動
)
朕
況
を
招
来
さ
せ
よ
う
。
そ
の
端
的
な
例
が
、

天
地
陰
雨
、
人
病
故
潟
之
先
動
、
是
陰
相
廃
而
起
也
O
i
-
-
有

憂
亦
使
人
臥
者
、
是
陰
相
求
也
。
有
喜
者
使
人
不
欲
臥
者
、
是

陽
相
索
也
O
i
-
-
・
天
有
陰
陽
、
人
亦
有
陰
陽
、
天
地
之
陰
気
起
、

而
人
之
陰
気
底
之
而
起
。
人
之
陰
気
起
、
而
天
之
陰
気
亦
宜
底

之
而
起
。
其
遁
一
也
。
明
於
此
者
、
欲
致
雨
則
動
陰
以
起
陰
、

欲
止
雨
則
動
陽
以
起
腸
。
向
上

で
あ
る
。
人
は
自
己
の
陰
陽
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
界
の
陰

陽
を
感
謄
せ
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
降
雨
の
自
然
現
象
も
意
の
ま
ま

に
で
き
る
と
説
く
も
の
で
、

こ
こ
に
至
っ
て
、

天
人
相
闘
の
内
容

は
、
そ
れ
ま
で
の
自
然
墨
守
の
治
極
的
態
度
か
ら
一
獲
し
、
自
然
統

制
へ
の
積
極
的
関
輿
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

天
人
相
開
設
獲
貌
の
一
端
は
、
漢
朝
の
デ
ス
ポ
チ
ズ
ム
を
背
景
と

す
る
彼
の
政
治
思
想
の
中
に
よ
り
明
確
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

董
仲
釘
の
政
治
理
論
も
も
ち
ろ
ん
「
天
の
行
ふ
所
に
副
っ
て
政
を
潟

す
」
(
四
時
之
則
)
則
天
主
義
で
あ
り
、

人
主
に
と
っ
て
は
「
人
君
た

る
者
は
其
の
法
象
を
天
に
取
」
(
天
地
之
行
〉
っ
て
、

の
道
は
、
身
に
在
る
の
天
と
同
じ
き
者
に
於
ひ
て
之
を
用
ふ
る
よ
り

明
ら
か
な
る
は
莫
し
。
喜
怒
を
し
て
必
ず
義
に
営
り
て
乃
ち
出
だ
さ

「
人
主
た
る

し
む
る
こ
と
、
寒
暑
の
必
ず
其
の
時
に
営
り
て
乃
ち
設
す
る
が
如



し
。
徳
を
し
て
刑
よ
り
厚
か
ら
し
む
る
こ
と
、
陽
の
陰
よ
り
多
き
が

如
き
」
(
陰
陽
義
)
が
、

ま
た
臣
下
に
と
っ
て
は
「
人
臣
た
る
者
は
、

象
を
地
に
取
」
(
天
地
之
行
)
っ
て
、
「
土
(
倒
)
の
天
に
事

ふ
る
が
如
く
に
其
の
忠
を
牽
く
す
」
(
五
行
之
義
)
こ
と
が
求
め
ら
れ

其
の
法

る
。
だ
が
、
雨
者
の
関
係
は
必
ず
し
も
隻
務
的
に
措
定
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
序
列
は
董
仲
努
の
濁
特
の
陰
陽
観
H
陽
傘
陰
卑
の
観

念
に
よ
っ
て
巌
格
に
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
君
臣
父
子
の
義

は
皆
諸
を
陰
陽
の
道
に
取
る
。
君
を
陽
と
信
用
し
、
巨
を
陰
と
篤
す
」

陰
陽
は
「
悪
の
回
閣
を
悉
く
陰
と
岬
府

議
官
の
属
を
牽
く
陽
と
矯
す
」
ハ
王
道
連
ニ
)
債
値
を
伴
う
も
の
と

さ
れ
、
こ
の
意
味
で
の
君
臣
関
係
は
、

(
基
義
)
の
で
あ
り
、

そ
の
際
、

し

善
皆
蹄
於
君
、
悪
皆
婦
於
豆
。
直
之
義
、
比
之
地
。
故
信
用
人
臣

者
、
腕
地
之
事
天
也
。
王
道
温
三

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
な
ぜ
陰
陽
の
債
値
観
に
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
る
の
か

と
い
え
ば
、
畢
寛
か
な
り
復
雑
な
董
仲
径
の
宇
宙
観
に
由
来
字
る
、

と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
宇
宙
は
陰
陽
二
気
の
交
替
に
よ

っ
て
四
時
が
代
序
す
る
季
節
の
推
移
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る

秦
-
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
閥
読

が
、
そ
の
構
造
は
、
卒
面
的
に
は
、
今
春
の
始
め
東
北
に
起
っ
た
陽

は
東
か
ら
南
に
か
け
て
勢
力
を
増
大
さ
せ
、
正
南
に
お
い
て
極
盛
、

そ
の
後
正
西
に
か
け
て
勢
力
を
半
減
さ
せ
、
西
北
で
地
下
に
入
り
、

正
北
に
お
い
て
極
表
、
翌
年
東
北
に
至
り
て
再
び
地
上
に
見
わ
わ
れ

る
循
環
軌
道
を
辿
る
。
こ
れ
に
劉
し
、
そ
の
春
の
終
り
南
東
に
起
っ

た
陰
は
東
か
ら
北
に
か
け
て
勢
力
を
増
長
さ
せ
、
正
北
に
お
い
て
極

盛
、
そ
の
後
正
西
に
か
け
て
勢
力
を
宇
減
さ
せ
、
西
南
に
至
っ
て
地

下
に
入
り
、
正
南
に
お
い
て
極
表
、
南
東
に
至
り
て
再
び
地
上
に
見

れ
る
、
陽
と
は
逆
岡
轄
す
る
軌
道
を
辿
る
。
こ
う
し
た
時
、
陽
の
極

盛
が
夏
、
陰
の
極
盛
が
多
、
陰
陽
相
半
ば
し
た
時
が
春
・
秋
で
あ

〈

5〉

る
、
と
さ
れ
る
ハ
陰
陽
位
、
等
)
。
と
こ
ろ
が
董
仲
留
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る
陰
陽
二
気
の
作
用
を
等
質
規
せ
ず
、
雨
者
が
辿
る
軌
道
に

お
い
て
、
「
陽
は
寅
を
出
で
寅
に
入
る
。
陰
は
空
を
出
で
空
に
入
る
」

(
陰
陽
位
)
と
か
「
陰
の
行
は
囲
よ
り
常
に
虚
に
居
る
。
寅
に
居
る
を

陽
に
寅
在
と
し
て
軌
道
を

得
ず
」
(
陰
陽
終
始
)
と
巌
然
と
区
別
し
、

興
え
て
も
、
陰
に
は
そ
の
債
値
を
輿
え
て
い
な
い
。
こ
の
黙
を
最
も

間
明
す
る
の
は
天
癖
在
人
篇
の

陰
陽
之
行
、
終
歳
各
六
月
、
遠
近
同
度
、
而
所
在
異
慮
。
陰
之



秦
・
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
開
設

行
、
春
居
東
方
、

秋
居
西
方
、
夏
(
疑
賞
作
春
)
居
室
右
、
多

(
疑
嘗
作
秋
〉
居
空
左
、
夏
居
空
下
、
多
居
室
上
、
此
陰
之
常
庭

也
。
陽
之
行
、
春
〔
疑
嘗
作
夏
)
居
上
、

b
h
y

居
下
、
一
比
陽
之
常

慮
也
。
陰
終
歳
四
移
、
而
陽
常
居
賞
。
・
:
天
之
志
、
常
置
陰

空
慮
、
稔
取
之
以
賞
。

の
一
文
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
擦
り
、
陰
陽
の
循
環
に
お
い
て
寅
質
的

に
作
用
す
る
の
は
「
貨
に
居
る
」
陽
で
あ
っ
て
、
陰
は
空
一
(
虚
)
の
軌

道
を
辿
り
な
が
ら
常
に
陽
の
作
用
を
助
け
、
間
接
的
に
宇
宙
を
成
り

立
た
せ
る
の
が
そ
の
役
割
り
で
あ
る
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
(
陽
の

ら軌
、道

陰が
の寅
存在
在で
領あ
域つ
はて
陽
とそ
萎ぅ
畏で
をあ
なる
す時
ζ 十三

ろ号
の師

亜選
室を
市 1 r.'e・
問主
と
な申
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でる
あな

ろ
う
。
陽
は
夏
に
極
盛
と
な
っ
て
上
に
居
り
、
多
に
極
喜
一
説
と
な
っ
て

下
に
居
る
賞
在
で
あ
り
、
陰
は
亜
空
間
か
ら
陽
に
作
用
し
て
絶
え
ず

揚
の
蔦
物
を
化
育
す
る
作
用
を
助
け
績
け
る
、
と
の
観
賭
に
お
い

て
、
女
に
董
仲
箭
は

故
・
陰
者
陽
之
助
也
。
陽
者
歳
之
主
也
。
天
下
之
昆
姦
、
随

陽
而
出
入
、
天
下
之
草
木
、
随
陽
而
生
落
、
天
下
之
三
玉
、
随

陽
市
改
正
、
天
下
之
隼
卑
、
随
陽
而
序
位
、
:
:
:
不
蛍
陽
者
臣

四

子
也
。
陽
者
君
父
是
也
。
故
人
主
南
面
、

以
陽
信
用
位
也
。
前
引

後
績

と
い
う
の
で
あ
る
。
か
く
て
四
時
は
車
な
る
自
然
の
移
り
獲
り
で
は

な
く
、
君
主
権
の
強
大
と
そ
の
、
氷
績
性
を
意
味
し
、
風
雨
等
の
自
然

現
象
で
さ
え
、

地
出
気
篤
雨
、
起
集
矯
風
。
風
雨
者
地
之
所
信
用
、
地
不
敢
有
功

名
、
必
上
之
於
天
、
命
若
従
天
気
者
、
故
臼
天
風
天
雨
、
莫
日

地
風
地
雨
也
。
勤
努
在
地
、
名
一
蹄
天
。
五
行
釣

と
、
天
の
デ
ス
ポ
チ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
人
主

と
て
例
外
で
は
な
い
。
天
子
の
資
質
は

徳
件
天
地
者
、
皇
天
右
而
子
之
、
続
稀
天
子
。
順
命

と
、
天
の
カ
リ
ス
マ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
延
い
て
は
天
子
の
行
う
政
治
す
ら
、

「
官
制
は
天
に
象
る
」
(
官

制
象
天
〉
ベ
し
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

」
う
し
た
董
仲
箭
の
認
識
に
お
い
て
と
り
わ
け
強
く
祉
舎
の
現
賞

面
に
作
用
し
た
の
は
、
彼
の
災
異
思
想
で
あ
っ
た
。
董
仲
尻
町
に
お
い

て
は
す
で
に
人
と
天
と
は
陰
陽
を
媒
介
に
し
て
互
い
に
感
穫
し
あ
う

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
徳

天
地
と
件
し
き
」
(
前
出
)
天
子
に
政



治
上
の
何
ら
か
の
過
失
が
あ
れ
ば

陰
陽
緩
戻
、
而
妖
叢
生
怠
〈
。
此
災
異
所
縁
而
起
也
。
『
漢
書
』
葦

仲
箭
惇

と
、
天
と
人
と
の
陰
陽
の
調
和
が
鈍
さ
れ
て
、
天
か
ら
の
議
責
と
し

て
す
ぐ
に
風
雨
等
の
自
然
の
災
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

政
治
は
天
地
陰
陽
の
循
環
に
繰
り
込
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
自
然
現
象

(
6
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は
創
天
意
の
徴
表
と
な
る
。
宇
宙
(
H
天
地
)
の
構
造
に
よ
っ
て
権
力

の
絶
射
性
を
保
障
さ
れ
た
天
子
は
、
こ
こ
に
お
い
て
天
の
支
配
下
に

否
麿
な
し
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

失
に
、
董
仲
野
の
養
生
思
想
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
董

仲
告
の
養
生
設
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
養
生
が
君
主
の
徳
政
の
目

的
と
し
て
設
か
れ
、
養
生
法
が
儒
数
の
数
義
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
『
漢
書
』
董
仲
釘
俸
に
は
「
莞
・
舜
情
帽
を
行
ひ

て
則
ち
民
仁
に
し
て
害
、
祭
・
約

暴
を
行
ひ
て
刻
ち
民
都
に
し
て

夫
し
と
先
塞
の
政
治
目
的
が
民
の
遂
生
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
を
い

い
、
『
春
秋
繁
露
』
通
園
身
篇
に
は
民
生
の
需
仁
と
君
主
の
政
治
の

秦
，
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
関
設

相
闘
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

気
之
清
者
震
精
、
人
之
精
者
篤
賢
、
治
身
者
以
積
精
免
責
、
治

園
者
以
積
賢
篤
道
。
身
以
心
篤
本
、
園
以
君
篤
主
、
精
積
於
其

本
則
血
気
相
承
受
、
血
気
相
承
受
則
形
鰹
無
所
苦
。
上
下
相
制

使
則
百
官
各
得
其
所
、
然
後
図
可
得
而
守
也
。

天
地
の
気
か
ら
化
成
し
た
精
は
心
臓
に
集
っ
て
血
気
と
相
受
け
て
人

種
の
活
生
化
を
促
す
の
で
あ
り
、
同
様
に
政
治
に
お
け
る
「
精
」
は

に賢
、者

J2 と
但な
ザつ

を同信

害毒
l乙ノL
し
導た
元璽
法主:

主量
詰望
』こ 4
賢九
者と
と Jヤ

し;h
てる
頼。

在そ
化れ
き故

せ
る
手
段
が
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

夫
欲
致
精
者
必
虚
静
其
形
。
欲
致
賢
者
必
卑
謙
其
身
。
形
静
志

虚
者
、
精
気
之
所
趣
也
。
謙
隼
自
卑
者
、
仁
賢
之
所
事
也
。
故

治
身
者
、
務
虚
静
以
致
精
。
治
園
者
務
室
卑
謙
以
致
賢
。
能
致

精
則
合
明
而
蕎
仁
、
能
致
賢
則
徳
津
沿
而
園
太
卒
。
前
引
後
績

と
。
精
が
人
鐙
の
虚
静
に
導
か
れ
る
と
す
る
の
は
『
呂
氏
春
秋
』
の

道
家
的
認
識
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
賢
者
に
卑
下
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
君
主
の
警
喰
と
し
て
提
出
し
た
と
こ
ろ
に
董
仲
箭
の
意

園
が
あ
る
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
董
仲
箭

五



秦
・
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
関
設

養
生
設
の
一
面
は
な
し
て
も
、
そ
の
員
髄
と
す
あ
に
足
る
も
の
で
は

な
い
。
儒
教
の
教
義
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
彼
の
養
生
設
と
は
身

之
養
重
於
義
篇
に
み
え
る
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
観
念
の
こ
と
で
あ
る
。

天
之
生
人
也
、
使
之
生
義
輿
利
。
利
以
養
其
題
、
義
以
養
其
心
。

心
不
得
義
、
不
能
祭
。
陸
不
得
利
、
不
能
安
。
義
者
心
之
養

也
。
利
者
心
之
慢
也
。
鰻
莫
貴
於
心
。
故
養
莫
重
於
義
、
義
養

人
、
大
於
利
。

極
め
て
メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
提
言
で
あ
ろ
う
。
天
が
輿
え
「
其
の

睦
を
養
ふ
」
利
と
は
生
存
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
利
己
欲
を
指
す
で
あ

ろ
う
し
、
「
其
の
心
を
養
ふ
」
義
は
利
を
統
制
し
、
心
身
の
道
徳
的

成
長
を
も
た
ら
す
道
義
性
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
遂
生
の
た
め
に
は
こ

の
義
こ
そ
が
何
に
も
ま
し
て
必
要
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
董
仲
寄
の
養
生
設
は
人
格
形
成
の
一
端
で
あ
る
こ
と
を

高
見
が
れ
な
い
が
、
な
ら
ば
何
故
に
義
を
養
う
こ
と
が
養
生
に
な
る
の

か
。
明
解
で
あ
る
。
利
盆
が
な
く
と
も
義
を
多
有
す
る
も
一
の
は
、
貧

践
で
あ
ろ
う
と
こ
れ
を
好
み
楽
し
ん
で
生
涯
を
送
る
が
、
逆
に
利
己

欲
に
蔽
わ
れ
て
甚
だ
義
を
有
せ
ざ
る
者
は
、

い
か
に
富
裕
で
あ
ろ
う

と
な
お
そ
の
不
足
を
怨
み
、

つ
い
に
は
悪
性
が
深
ま
っ
て
獄
中
で
刑

ーノ、

死
す
る
か
、

憲

曾
参
の
塑災
ド L、
b乞Jγl'追

究昂
じ
後ず

票差
刑晶
君す
よ庁 予ー
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同者

さが
、原

と
o

人
は
規
律
圏
佳
と
し
て
の
園
家
の
構
成
員
で
あ
れ
ば
園
家
の
慢

制
内
に
こ
そ
安
生
の
日
々
が
迭
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
法
の
枇
舎
規

律
と
個
人
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
摩
擦
は
で
き
る
限
り
少
く
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
骨
子
の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
主
張
は
中
央
集
権
僅
制
が
確
乎
た
る
も
の

と
な
っ
た
武
帝
時
に
、
鐙
制
内
に
そ
の
生
涯
を
迭
ら
ね
ば
な
ら
な
い

民
の
被
治
者
観
を
示
さ
ん
と
す
る
董
仲
箭
の
目
的
意
識
に
な
る
、
極

め
て
政
治
的
色
影
を
濃
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
寅
は
政
治
に
よ
っ

て
歪
曲
さ
れ
な
い
養
生
設
の
一
斑
が
循
天
之
道
篇
に
み
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
ち
ら
の
方
が
営
時
の
養
生
に
封
す
る
一
般
的
通
念
で
あ

り
、
そ
れ
は
ま
た
後
の
道
数
思
想
へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
し

て
よ
ほ
ど
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
の
養
生
説
は
一
言
以
て
蔽
え
ば

循
天
道
以
養
其
身
、
謂
之
道
。

と
の
天
人
相
関
設
で
あ
る
。
「
天
の
道
」
と
は
以
下
に
言
う
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
「
天

爾
和
有
り
て
以
て
三
中
を
成
す
。
:
:
:
北
方
の



中

用

陰
に
合
し
て
物
始
め
て
下
に
動
き
、
南
方
の
中
、
用

に
合
し
て
物
始
め
て
上
に
養
は
る
。
其
の
下
に
動
く
者
、
東
方
の
和

を
得
ざ
れ
ば
生
ず
る
能
は
ず
。
中
春
且
疋
な
り
。
其
の
上
に
養
は
る

者
、
西
方
の
和
を
得
ざ
れ
ば
成
る
能
は
ざ
る
」
天
の
容
態
、
す
な
わ

ち
、
陰
陽
の
交
替
に
よ
っ
て
四
時
が
現
出
す
る
天
の
リ
サ
イ
ク
ル
か

ら
寓
物
が
生
育
す
る
側
面
を
抽
出
し
、
そ
の
作
用
を
北
方
(
多
)
・
南

方
〈
夏
)
・
を
一
一
中
、

東
方
(
春
)
・
西
方
(
秋
)
を
二
和
と
す
る
天
の

構
造
か
ら
な
る
と
し
て
描
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
天
は
そ
の

二
中
二
和
の
概
念
を
得
て
養
生
の
徴
表
と
し
て
兵
鐙
性
を
滞
び
、
延

い
て
は
「
中
は
天
地
の
終
始
す
る
所
な
り
。
市
し
て
和
は
天
地
の
生

ず
る
所
な
り
。
:
:
:
能
く
中
和
を
以
て
其
の
身
を
養
ふ
者
は
、
其
の

喜一間

命
を
極
む
」
(
向
上
)
と
中
和
を
得
た
吠
況
を
保
つ
こ
と
こ
そ
が

養
生
の
最
善
の
方
法
と
し
て
貴
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
す
れ

ば
、
こ
の
中
和
の
観
念
が
い
か
に
人
霞
と
関
連
し
、
養
生
の
道
を
拓

く
こ
と
に
な
る
の
か
。
董
仲
箭
は
こ
れ
を
「
物
、
生
け
る
に
は
皆
気

を
貴
び
、
泡
へ
て
之
を
養
ふ
」
気
の
作
用
を
親
座
に
し
て
読
明
す

のる
開。

係気
t工 t士
、し、

2 う
エま
を で
養も
五、
な

の
く

大

空会
叫地
者 m

は孟
乃。
ち で
要ぁ
ゑおり
三叉ムし 、

fZ気
.~と

在三a

Z圭
と

秦
・
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
開
設

陽

さ
わ

「
意
勢
す
る
者
は
榊
擾
ぎ
、
紳
擾
ぐ
者
は
気
少
し
。
気
少
き
者
は
久

し
く
し
難
し
。
故
に
君
子

欲
を
閑
ぎ
悪
を
止
め
以
て
意
を
平
ら
か

に
す
。
意
卒
ら
か
に
し
て
以
て
紳
を
静
め
、
紳
を
静
め
て
以
て
気
を

養
ふ
。
気
多
く
し
て
治
ま
れ
ば
、
則
ち
身
を
養
ふ
の
大
な
る
者
得
」

(
と
も
に
循
天
之
道
)
と
さ
れ
る
。

天
地
に
充
満
す
る
気
は
人
農
を
も

循
環
の
パ
イ
プ
と
し
、
天
地
と
人
種
と
の
波
長
が
同
律
に
保
た
れ
て

気
の
循
環
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
場
合
に
は
多
く
の
気
が
取
り
込
ま

れ
、
感
情
の
起
伏
に
よ
っ
て
人
慢
の
波
長
が
観
さ
れ
た
場
合
H

「紳

擾
」
い
だ
時
に
は
気
の
流
入
が
障
げ
ら
れ
、
久
し
く
生
命
を
保
つ
こ

と
が
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
卒
穏
で
情
緒

的
に
安
定
し
た
朕
況
を
保
つ
こ
と
こ
そ
が
天
地
の
気
の
園
滑
な
循
環

を
来
た
す
手
段
で
あ
っ
て
、
こ
の
境
地
こ
そ
が

泰
賞
則
白
熱
不
通
、
泰
虚
則
気
不
足
。
熱
勝
則
気
口
、
害
事
勝
則
気

口
。
泰
勢
則
気
不
入
、
泰
侠
則
気
宛
。
怒
則
気
高
、
喜
則
気
散
、

愛
則
気
狂
、
健
則
気
儀
。
凡
比
十
者
気
之
容
由
也
。
而
山
由
国
生
於
不

中
和
。
故
君
子
怒
則
反
中
而
自
悦
以
和
、

喜
則
反
中
而
牧
之
以

正
、
憂
則
反
中
市
好
之
以
意
、
懐
則
反
中
而
寅
之
以
情
、
夫
中

和
之
不
可
不
反
如
此
。

七



秦
-
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
関
品

と
、
人
聞
に
お
け
る
中
和
の
紋
況
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
八
天
地
〉
は
空
間
的
な
康
が
り
を
も
っ
て
養
生
の
典
範
と

な
り
、
生
命
の
根
源
と
な
っ
て
人
鐘
に
作
用
し
、
人
型
の
宇
宙
か
ら

つ
い
に
は
人
種
の
宇
宙
化
と
い
う
新
局
面
を
拓
く
こ
と
に
な
る
。

四

以
上
に
よ
っ
て
、
秦
か
ら
漢
初
に
か
け
て
の
養
生
思
想
と
天
人
相

閥
設
の
展
開
紋
況
を
ほ
ぼ
描
述
し
え
た
も
の
と
思
う
。
確
認
の
た
め

に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
簡
軍
に
繰
り
返
せ
ば
突
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

|
|
本
来
、
天
地
自
然
に
制
到
す
る
認
識
は
道
家
思
想
を
形
成
す
る
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
が
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
〈
天
地
〉
は
そ

う
し
た
道
家
の
影
響
を
蒙
っ
て
養
生
と
政
治
の
基
礎
と
た
り
、
到
達

目
標
と
な
っ
て
人
々
か
ら
糞
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ

れ
は
、
天
地
を
典
範
と
仰
ぎ
客
憧
化
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
を
生

命
の
根
源
と
認
め
て
そ
れ
に
同
化
す
る
形
で
試
ら
れ
た
ゐ
の
で
あ
っ

た
か
ら
、
天
地
の
宇
宙
は
人
種
と
一
つ
に
聯
想
さ
れ
て
義
生
の
原
理

と
な
り
、
民
の
途
生
を
目
的
と
す
る
君
主
の
政
治
も
明
堂
の
宇
宙
に

お
い
て
行
わ
れ
、
自
然
の
秩
序
に
従
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
れ

/¥ 

が
『
准
南
子
』
の
頃
に
至
る
と
、
天
地
は
人
鐙
を
背
後
に
新
た
に
創

造
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
天
と
人
と
の
類
縁
性
が
様
々
な
形
で
摸
索

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
董
仲
箭
は
こ
う
し
た
潮
流
を
受
け
て
改
め

て
漢
王
朝
の
権
力
に
奉
仕
す
べ
く
陰
陽
読
を
取
り
、
込
ん
で
様
々
な
宇

宙
観
を
創
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
天
地
に
よ
る
君
主
権
力
の

承
認
と
そ
の
抑
制
と
を
視
座
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の

誘
く
養
生
は
人
鰻
を
天
地
聞
の
パ
イ
プ
と
み
な
し
、
天
地
の
気
が
人

鎧
に
流
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
か
ら
れ
る
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
養
生
思
想
は
原
理
化
し
、
人
位
は
宇
宙
化
さ
れ
る
方
向
へ
と

向
う
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
現
象
が
こ
の
時
期
な
ぜ
起
っ
た
か
と
い
う

と
、
秦
に
お
い
て
は
始
皇
帝
が
不
老
不
死
を
願
っ
て
紳
仙
へ
の
憧
れ

を
強
く
さ
せ
た
の
が
そ
の
最
も
大
き
な
理
由
で
あ
る
こ
と
、
お
そ
ら

く
は
否
め
な
い
。
『
呂
氏
春
秋
』
中
の
天
人
相
関
思
想
は
そ
の
よ
う

な
始
皇
帝
を
意
識
し
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ

の
期
の
神
秘
的
思
潮
を
背
景
と
し
て
方
土
や
方
技
家
と
目
さ
れ
る
よ

う
な
人
々
が
意
気
盛
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
た
め
に
、
西
漢
の
董

仲
告
も
そ
の
強
靭
な
影
響
を
蒙
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
説
く
の
も



正
し
い
に
違
い
な
い
。

r-AVミ
、

φ

ハ
カ

私
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
か
ら
董
仲
担
問

に
至
る
展
開
に
元
気
の
思
想
の
介
在
を
認
め
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た

現
象
を
一
一
層
具
韓
的
に
把
握
で
き
る
も
の
と
思
う
。

元
気
の
思
想
が
盛
行
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
西
漢
末
以
後
の

そ
の
場
合
の
元
気
と
は
、
「
元
気
は
無
形
、

淘
淘
隆
隆
た

こ
と
で
、

り
。
僅
る
る
者
は
地
と
篤
り
、
伏
す
る
者
は
天
と
震
る
」
(
河
園
括
地

象
)
や
「
地
は
元
気
の
生
ず
る
所
、
高
物
の
粗
な
り
」
(
『
白
虎
通
義
』

天
地
。
な
お
『
大
卒
御
覧
』
巻
一
に
「
薩
統
回
、
去
地
者
元
気
所
生
、
高
物

之
所
自
鴬
」
と
あ
っ
て
、
『
白
虎
通
義
』
の
「
地
」
屯
本
来
「
天
地
」
に
作

る
べ
き
で
あ
る
)
等
か
ら
す
れ
ば
天
地
生
成
の
原
質
と
し
の
寅
在
で

占
貝
魂
瀞
散

あ
り
、

そ
れ
が
「
夫
れ
亡
ぶ
と
は
元
気

健
を
去
り
、

し
、
素
に
反
り
始
に
復
し
、
無
端
に
居
間
す
」
(
旦
漢
書
』
張
谷
惇
)
と
い

わ
れ
る
時
に
は
人
間
の
鐙
内
に
充
満
す
る
生
命
元
素
を
意
味
す
る
で

あ
ろ
う
。
元
気
は
確
か
に
質
量
を
伴
っ
た
マ
テ
リ
ア
ル
な
存
在
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
こ
の
意
味
に
お
け
る
天
地
と
人
と
の
相
闘
は
、

お
の

ず
と
物
理
的
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
が
、
元

気
の
思
想
の
こ
の
よ
う
な
展
開
は
む
し
ろ
後
期
の
完
成
さ
れ
た
朕
況

を
示
す
も
の
で
、
そ
の
原
初
、
す
な
わ
ち
人
型
の
宇
宙
の
創
造
に
密

秦
・
西
漠
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
閥
説

接
に
関
係
す
る
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
春
秋
繁
露
』
の
頃
の
元
気
の
意

識
と
は
か
な
り
趣
き
を
異
に
す
る
。

『
呂
氏
春
秋
』
に
お
い
て
元
気
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
る
。

黄
帝
目
、
主
工
芝
昧
味
会
同
涯
、
康
大
之
貌
)
、
因
天
之
威
、
輿
元

時
軒
。
故
田
、
同
気
賢
於
同
義
、
同
義
賢
於
同
力
、
同
カ
賢
於

同
居
、
・
:
:
帝
者
同
気
、
王
者
同
義
、
覇
者
同
力
。
名
類

と
、
こ
の
場
合
、
注
意
す
べ
き
は
八
元
〉
は
ま
だ
気
そ
の
も
の
と
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、
高
物
の
始
源
も
し
く
は
自
然
の
根
源
を
意
味
す
る

と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
「
天
の
威
に
因
り
元
と
気
を
同
じ
く
す
」
と

い
う
の
は
、
人
の
管
震
を
天
地
聞
に
衆
散
す
る
陰
陽
二
気
の
運
動
H

自
然
の
運
行
に
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
十
二
紀
各
紀
の
紀
首
に
見
え
る
君
主
の
行
信
用
と
自

然
紋
況
と
の
相
閥
、
す
な
わ
ち

〔
孟
春
紀
〕
:
:
:
是
月
也
、
天
気
下
降
、
地
気
上
騰
、
天
地
和
問
、

草
木
繁
動
。
王
布
農
事
、
命
田
舎
東
郊
、
:
:
:
以
数
道
民
。

〔
季
春
紀
〕
:
:
:
是
月
也
、
生
気
方
盛
、
陽
気
端
技
池
、
生
者
畢
出
、

命
有
司
、

不
可
以
内
。

天
子
布
徳
行
恵
、

務
倉

萌
者
室
達
、

虫
卵
、
賜
貧
窮
、
振
乏
絶
。

九



秦
・
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
関
設

〔
仲
夏
紀
〕
・
:
是
月
也
、
長
日
至
、
陰
陽
字
、
死
古
分
。
君
子

融
商
戒
、
:
:
:
百
官
静
事
無
刑
。

〔
仲
多
紀
〕

:
J
:
日
短
至
、
陰
陽
字
、
諸
生
蕩
。
君
子
驚
戒
、
庭

必
#
丹
、
身
欲
寧
、
去
整
色
、
:
:
:
事
欲
静
、
以
待
陰
陽
之
所
定
。

等
は
、
気
の
豪
散
と
君
主
の
政
治
の
相
郎
一
致
を
い
い
、
君
主
は
四

時
の
推
移
に
合
わ
せ
て
身
を
庭
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
も
の

で
あ
る
。
第
一
節
に
み
た
明
堂
の
宇
宙
に
お
け
る
君
主
の
政
治
形
態

は
こ
う
し
た
理
論
の
賓
践
式
で
あ
り
、
こ
う
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
帝

者
は
気
を
同
じ
く
す
る
」
原
則
の
寅
質
内
容
な
の
で
あ
る
。
『
呂
氏

春
秋
』
に
お
け
る
元
気
の
主
張
は
自
然
の
始
源
を
こ
の
有
の
耳
東
散
に

見
い
出
し
て
、
気
の
運
動
原
理
(
H
四
時
)
に
則
る
嘗
震
を
誘
い
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
気
に
則
る
行
信
用
は
強
烈
な
自

然
復
婦
の
側
面
観
を
形
成
し
た
こ
と
か
ら
道
家
の
養
生
思
想
と
容
易

に
結
び
つ
き
、
長
毒
・
遂
生
の
理
論
的
根
擦
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る

(
こ
の
時
黙
に
お
い
て
、

天
と
人
と
の
ア
ン
ソ
ロ
ポ
モ
フ
イ
ズ
ム
も
醤
皐
的

な
視
野
か
ら
座
胎
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
)
。

こ
う
し
た
元
気
の
主
張
が
い
ず
こ
に
愛
生
し
た
か
は
端
促
す
べ
か

ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
郷
桁
や
そ
れ
に
績
く
陰
陽

-
E行
家
と
彼

四
0 

ら
の
活
動
の
中
に
求
め
る
な
ら
ば
さ
ほ
ど
の
大
過
は
あ
る
ま
い
。
そ

し
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
に
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
れ
た
元
気
の
思

想
は
つ
ぎ
に
『
准
南
子
』
(
謬
橋
訓
)
に
お
い
て

責
帝
目
、

t
t味
味
、
従
天
之
道
、
輿
元
同
気
。

に
と
い
わ
れ
、
『
准
南
子
』
の
自
然
観
も
元
気
の
思
想
の
展
開
途
上

に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、

『
旦
口
氏
春
秋
』
『
准
南

子
』
と
も
「
黄
帝
日
く
」
と
設
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
資
帝
に
依
託

さ
れ
た
と
こ
ろ
に
こ
の
思
想
の
盛
行
し
た
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ

ぅ
。
す
で
に
、
首
時
の
世
界
観
の
根
幹
に
か
か
わ
る
ほ
ど
に
強
制
な

影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
元
気
の
思
想
で
あ
れ
ば
、
儒
者
で
あ
ろ
う

と
営
然
董
仲
釘
に
も
影
響
し
て
い
た
は
ず
で
、
『
春
秋
繁
露
』
(
王
道
)

の
中
に
も

王
正
則
元
気
和
訓
、
風
雨
時
、
景
星
見
、
黄
龍
下
。

と
い
う
ふ
う
に
見
え
て
い
る
。
だ
が
、
元
気
の
概
念
は
、
こ
の
董
仲

箭
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
と
は
い
さ
さ
か
方
途
を
異
に
す
る
展
開
が
示

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

董
仲
鐸
の
元
は
、
す
で
に
重
津
俊
郎
・
日
原
利
園
の
札
口
叫
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
地
・
寓
物
を
支
配
す
る
宇
宙
の
最
高
原
理



と
目
さ
れ
る
。

春
秋
之
道
、
以
元
之
深
正
天
之
端
、
以
天
之
端
正
王
之
政
、
以

王
之
政
正
諸
侯
之
即
位
、
以
諸
侯
之
即
位
正
寛
内
之
治
、

五
者

倶
而
化
大
行
。
『
春
秋
繁
露
』
(
以
下
省
略
)
二
端

と
い
う
の
は
『
春
秋
』
経
の
「
公
即
位
の
記
事
「
元
年
、
春
、

王
正

月
、
公
邸
位
」
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
境
内
の
統
治
は
そ
こ

で
政
治
を
行
う
諸
侯
に
よ
る
か
ら
そ
の
即
位
の
嘗
一
初
王
の
政
治
に
正

さ
れ
(
「
王
・
正
月
」
を
指
す
)
、

王
の
政
治
は
天
を
奉
じ
て
行
わ
る
べ

き
で
あ
る
か
ら
天
の
端
(
「
春
」
を
指
す
)
に
よ
っ
て
正
さ
れ
る
と
い

う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
上
に
元
が
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
は
天

(
四
時
H
自
然
〉
以
下
の
寓
物
を
支
配
す
る
根
本
則
と
し
て
の
地
位
を

有
す
る
と
読
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
董
仲
箭
は
『
春
秋
』
記

録
の
常
套
法
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
「
元
年
」
か
ら
寓
物
を
統
率
す
る
根

本
と
し
て
の
「
元
」
の
思
想
を
抽
出
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
『
春
秋
』
の
二
百
四
十
三
年
間
は
寅
際
に
元
が
↓
天
↓
玉
↓
諸
侯

を
統
率
し
た
歴
史
で
あ
る
よ
う
に
餐
貌
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
董

仲
箭
は
こ
の
「
元
」
に

春
秋
愛
一
謂
之
一
克
。
元
者
原
也
。
其
義
以
随
天
地
終
始
也
。
故

秦
・
西
漠
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
開
設

人
唯
有
終
始
也
。

而
生
死
必
底
四
時
之
襲
。

故
元
者
寓
物
之

本
、
而
人
之
元
在
葉
。
重
政

と
い
う
概
念
を
輿
え
て
い
て
、
元
が
天
以
下
を
支
配
す
る
構
簡
は
、

人
が
根
源
的
に
天
地
の
自
然
に
従
っ
て
終
始
す
る
、
と
い
う
形
で
開

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

つ
ま
り
、
本
質
的
に
は
『
呂
氏
春
秋
』

『
准
南
子
』
に
見
え
る
元
気
の
思
想
の
再
来
で
あ
り
、
全
く
向
質
の

も
の
で
あ
る
。

董
仲
箭
は
『
春
秋
』
を
標
携
し
つ
つ
も
、

そ
の
寅

『
呂
氏
春
秋
』
以
来
の
〈
元
〉
に
よ
っ
て
『
春
秋
』
の
コ
万
年
」
を

理
解
し
た
の
で
あ
り
、
元
の
人
が
天
地
自
然
に
則
る
嘗
震
を
、
支
配

律
と
し
て
の
一
元
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
放
に
、
董
仲
釘

の
自
然
観
は
極
め
て
デ
ス
ポ
テ
ィ
ッ
ク
な
色
彩
を
滞
び
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
「
生
死
は
必
ず
四
時
の
繁
に
底
ず
。

鴬
に
在
り
」
と
い
わ
れ
る
時
に
は
自
然
へ
の
復
婦
が
長
幸
町
・
遂
生
の

根
本
則
を
意
味
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
て
、
元
の
支
配
下
に
天
と
人
、
人
の
元

自
然
と
人
鐙
の
あ
ら
ゆ
る
相
関
を
捜
索
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

後
漢
に
お
け
る
元
気
の
盛
行
は
、
こ
の
よ
う
な
前
漢
に
お
け
る
元

気
の
思
想
の
展
開
を
伏
流
と
し
て
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
元
を
気
と

し
て
捉
え
る
思
考
は
す
で
に
董
仲
箭
に
も
見
え
て
い
る
(
前
出
〉
。
だ

四



秦
・
西
漠
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
閥
設

が
、
後
漢
の
そ
れ
は
、
自
然
界
の
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
作
用
を
己
、
か
作

用
と
し
て
成
り
立
つ
賓
在
で
あ
り
、
前
漢
の
元
気
が
コ
元
と
気
を
同

じ
く
し
」
て
自
然
と
の
同
化
を
も
く
ろ
む
も
の
で
あ
っ
た
の
と
は
根

本
的
に
異
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
元
気
概
念
轄
向
の
直
接

的
原
因
を
探
れ
ば
や
は
り
董
仲
鐸
一
人
に
か
か
る
。
『
春
秋
』
の
一
五

を
『
旦
口
氏
春
秋
』
以
来
の
元
で
解
浬
し
直
し
た
こ
と
は
そ
れ
に
よ
っ

て
『
春
秋
』
を
宇
宙
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
反
面
、
現
時
下
に
存
在

す
る
自
然
は
、
『
春
秋
』
が
元
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
、
元

の
支
配
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
董
仲
箭
の
春

秋
皐
は
『
春
秋
』
の
も
つ
様
々
な
債
値
を
摸
索
す
る
過
程
に
お
い

て
、
元
気
の
存
在
を
現
賓
の
自
然
界
に
議
想
せ
し
め
る
結
果
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
と
こ
こ
に
至
れ
ば
、
元
そ
の
も
の
が
気
で
あ
り
天
地
に
先
だ
っ

存
在
と
し
て
蛍
時
の
自
然
認
識
に
重
要
な
影
響
を
輿
え
る
よ
う
に
な

る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
戸
川
芳
郎
氏
が
「
元
気
は
西
漢
の

春
秋
家
の
元
の
思
想
で
あ
る
正
木
主
義
か
ら
主
と
し
て
展
摘
し
て
い

門

9
〕
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
そ
の
後
、

元
気
は
右
の
よ
う
な
経
緯
を
へ
、
後
漢
に
入
り
嘗
時
の
自
然
観
を
特

四

徴
づ
け
る
結
定
的
な
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
小
論
は
今
そ
こ
に

言
及
す
る
い
と
ま
を
持
た
な
い
で
い
る
。

註(1
)

『
呂
氏
春
秋
』
『
春
秋
繁
露
』
は
と
も
に
四
部
叢
刊
本
か
ら
の
引

用
で
あ
る
が
、
『
春
秋
繁
露
』
引
用
文
は
蘇
輿
の
『
義
詮
』
に
よ
っ
て

文
字
を
改
め
た
箇
所
か
あ
る
。
ま
た
、
『
春
秋
繁
露
』
の
偽
作
読
に

つ
い
て
は
か
つ
て
詳
し
く
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
(
「
漢
初
の
天
人
合

一
思
想
と
そ
の
系
譜
」
『
待
兼
山
論
叢
』
(
哲
皐
篇
)
第
十
四
続
注
一
)

の
で
、
今
回
は
省
略
す
る
。
『
春
秋
繁
露
』
は
お
お
む
ね
董
仲
径
の

著
作
と
さ
れ
て
よ
い
、
と
い
う
の
が
私
の
立
場
で
あ
る
。
副
題
の

「
人
型
の
宇
宙
」
は
昭
和
五
十
八
正
十
月
廿
七
日
、
白
鶴
美
術
館
公

開
講
座
に
お
け
る
小
南
一
郎
氏
の
講
演
「
壷
型
の
宇
宙
」
に
倣
っ
た
。

(

2

)

俸
斯
年
、
『
性
命
古
訓
排
澄
』
上
巻
、
第
四
十
葉
。

(

3

)

唐
氏
、
『
中
園
哲
皐
原
論
』
九
五
1
六
頁
。

(

4

)

明
堂
の
園
は
賀
凌
虚
『
呂
氏
春
秋
的
政
治
理
論
』
一
六
五
頁
を
参

照
し
た
。

(

5

)

陽
気
始
出
東
北
而
南
行
、
就
其
位
也
。
西
轄
而
北
入
、
蔵
其
休

也
。
陰
気
始
出
東
南
而
北
「
ぺ
亦
就
其
位
也
。
西
棒
而
南
入
、
界
其

伏
也
。
是
故
陽
以
南
方
策
位
、
以
北
方
策
休
、
陰
以
北
方
潟
位
、
以

南
方
矯
伏
。
揚
至
其
位
、
而
大
暑
熱
、
陰
至
其
位
、
而
大
寒
凍
。
陽

至
其
休
、
而
入
化
於
地
。
陰
至
其
伏
、
而
遊
徳
於
下
。
是
故
夏
出
長



於
上
、
多
入
化
於
下
者
陽
也
。
夏
入
守
虚
地
於
下
、
多
出
守
虚
位
於

上
者
陰
也
。
陽
出
貫
入
賞
、
陰
出
空
入
室
。
天
之
任
陽
不
任
陰
、
好

徳
不
好
刑
、
如
此
也
。
故
陰
陽
終
蕨
各
一
出
。
陰
陽
義

(

6

)

だ
が
、
こ
れ
を
人
格
紳
的
要
素
を
濃
厚
と
す
る
天
神
観
を
視
座
に

し
て
み
た
場
合
は
陰
陽
設
と
相
容
れ
な
い
拭
況
を
露
呈
す
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
こ
と
は
か
つ
て
指
摘
し
た
(
拙
稿
、
前
掲
誌
)
。
董
仲
日
間

の
天
神
嗣
酬
は
根
本
的
に
は
墨
家
の
天
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
陰

陽
の
原
理
に
よ
っ
て
天
を
再
認
識
せ
ん
と
す
る
董
仲
野
に
と
っ
て
、

な
お
天
の
宗
教
性
を
捨
象
し
切
れ
て
い
な
い
。

(

7

)

養
莫
重
於
義
。
義
之
養
生
人
、
大
於
利
。
笑
以
知
之
。
今
人
大
有

義
而
甚
無
利
、
難
貧
輿
賎
、
向
築
其
行
以
白
好
、
而
築
生
。
原
憲
・

曾
・
曾
之
属
、
是
也
。
人
甚
有
利
、
而
大
無
義
、
雄
甚
富
、
則
差
辱

大
、
悪
悪
深
、
繭
患
重
、
非
立
死
其
罪
者
、
即
旋
傷
狭
憂
爾
。
莫
能

以
楽
生
而
終
其
身
、
刑
毅
折
天
之
民
、
且
克
也
。

(

8

)

重
津
俊
郎
氏
、
「
董
仲
野
研
究
」
『
周
漢
思
想
研
究
』
一
八
七
J
九

頁
。
日
原
利
園
氏
、
『
思
想
史
(
中
園
文
化
叢
書
)
』
九
六
頁
。

(

9

)

戸
川
芳
郎
氏
、
「
後
漢
に
お
け
る
気
論
」
『
気
の
思
想
』
二

O
五

頁。
秦
・
西
漢
期
に
お
け
る
養
生
思
想
と
天
人
相
闘
設

寄

稿

規

定

集

委

曾

員

編

一
、
寄
稿
者
は
本
皐
曾
員
に
か
ぎ
り
ま
す
。

一
、
論
文
四
百
字
詰
四
十
枚
程
度
。
必
ず
完
成
原
稿
で
お
願
い
致
し

ま
す
。外
闘
語
に
よ
る
論
文
要
旨
の
作
製
は
、
原
著
者
自
身
に

全
て
一
任
致
し
ま
す
。
そ
の
場
合
の
外
薗
語
は
、
原
則
と

し
て
、
英
文
と
し
、
中
園
語
表
記
は
ウ
ェ

l
ド
式
で
お
願

い
し
ま
す
。
(
語
教
は
三
百
語
程
度
)

一
、
研
究
ノ
l
ト
四
百
字
詰
二
十
枚
程
度
。

一
、
書
評
・
新
刊
紹
介
四
百
字
詰
十
枚
程
度
。

一
、
原
稿
〆
切
は
、
前
期
競
は
九
月
末
日
、
後
期
競
は
コ
一
月
末
日
と
し

ま
す
。

一
、
内
容
は
未
設
表
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
採
否
は
、
嘗
皐
曾
に
御
一

任
下
さ
い
。

一
、
抜
刷
は
三
十
部
ま
で
無
償
で
す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
教
を
御
希
婆

一
合
は
、
賓
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

殊
製
版
(
聞

【
が
負
携
。
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